
○歯科補綴学２：625-4-DP1・DP3・DP4・DP5・DP6・DP7
年次 学期 学則科目責任者

4年次 前学期 ＊小見山　道（顎口腔機能補綴学）

学修目標
（ＧＩＯ）

と
単位数

単位数：４単位
適切な咬合・咀嚼障害の診断と機能回復を目的とした治療計画及び処置が行えるために必要な補綴学
に関する知識・技能および態度を修得する。

評価方法
（ＥＶ）

１．学科目｛歯科補綴学２｝は学修ユニット（クラウンブリッジ補綴学、先端歯科補綴学）を統合し
て実施する。成績評価の割合は、講義50%、実習50％とする。ただし、講義・実習いずれかが合格点
に達しない場合、評価点は0～59点とする。
２．講義は、平常試験（クラウンブリッジ2回、先端歯科補綴学１回）について、各試験を100点換算
した平均点で評価する。講義の評価は、学科目「歯科補綴学２」の50%とする。正当な理由で平常試
験を欠席した場合、正当な理由を証明するに足りる詳細な書類を添付し、追試験受験願を当該ユニッ
ト担当者に提出した場合に追試験を実施する。なお、平常試験の再試験は実施しない。
３．実習の評価は、学科目「歯科補綴学２」の50%とする。なお、実習評価には、実習の製作物の評
価に加え、準備状況を指標とした実習に臨む姿勢と受講状況、実習参加時の行動・態度も評価に加味
する。実習は製作物（補綴装置）の一連の製作過程を修得するものであり、各過程が評価対象となる
事に留意すること。アンプロフェッショナルな行動（締め切りを守らない、実習に必要な器具の忘れ、
適切でない服装、実習室内での規則の不遵守など）については、減点の対象となる。実習を欠席した
場合、追実習は行わない。
4．学科目「歯科補綴学２」全体の授業時間数は、講義時間数と実習時間数を別々に計算し、それぞ
れ4/5を超えた出席を必要とする。どちらか一方でも1/5以上欠席した者は、歯科医学総合講義４再試
験の受験資格は消失する。
５．平常試験・実習評価等については適宜、振り返り・成績開示などにより自身の学修状況を把握で
きるようフィードバックを実施する。
歯科医師の実務経験を活かし，歯科医療に関する知識、技能、態度について教授する。

クラウンブリッジ補綴学

年次 学期 学修ユニット責任者

4年次 前学期 ＊小見山　道（顎口腔機能補綴学）

学修ユニット
学修目標
（ＧＩＯ）

適切な咬合・咀嚼障害の診断と機能回復を目的とした治療計画及び処置が行えるために必要な補綴学
に関する知識・技能および態度を修得する。

担当教員

＊小見山　道、＊小林　平、＊若見　昌信、＊鈴木　浩司、＊淺野　隆、＊内堀　聡史、※＊岩田　
好弘、＊岩﨑　正敏、＊生田　真衣、＊石井　優貴、＊吉田　一央、＊柳園　佑奈、＊山田　優太、
＊芦田　悠作、※浅川　龍人、柘植　琢磨、＊大村　祐史、＊三浦　千晶、※手代木　一人、中山　
敏行、山田　久絵、青野　寛史、※谷村　秀樹、※髙橋　徹也、※池田　紗由美、※大野　清美、＊
安田　明弘、金谷　日出夫

教科書 クラウンブリッジ補綴学　第６版　矢谷博文他　医歯薬出版株式会社

評価方法
（ＥＶ）

学科目「歯科補綴学２」の評価方法に準ずる。

学生への
メッセージ

オフィスアワー

【クラウンブリッジ補綴学講義】 歯冠架工義歯補綴は臨床で最も多く行われる治療の1つである。講
義内容も非常に多いので復習を十分に行うこと。また，不明な点があれば必ず質問し，疑問をもった
まま次回の講義に臨まないように心がけて欲しい。ブリッジの製作法を通じて，適合の良いブリッジ
を製作するための理論を学び， さらに生体に調和した補綴装置とはいかなるものであるかを習得す
る。これらを習得するためには口腔内のみならず，口腔周囲組織の生理学的および解剖学的知識なら
びに歯科用材料の諸性質を理解する 必要がある。
【クラウンブリッジ補綴学実習】 講義を基に，歯冠架工義歯補綴学の実習を通して歯科材料の基礎
理論を背景とした材料の応用，正しいインスツルメントの取り扱い方法および臨床に応用できる技術
を習得することを目標に段階的に実習を行う。ブリッジの作製過程および手技を学習し，臨床に応用
可能な製作物を作製できる能力を 養う。実習で身につけた技術は，歯科医として将来必ず役立つも
のであるので，進んで学習し実習を行うこと。

日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/04/10 (金)
2時限
10:40～12:10
 

ブリッジ補綴学の
意義と目的
ブリッジの診療の
流れ
診察・診断と感染
予防
治療計画を左右す
る因子
クラウンブリッジ
の要件

【授業の一般目標】
クラウンブリッジ補綴学の定義と意義を理解する。
ブリッジ治療の診断から装着までの診療の流れについて理解する。
感染予防の基本的な考え方と補綴歯科治療における対策を理解する。
治療計画を左右する因子について理解する。
クラウンブリッジの要件について理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.クラウンブリッジ補綴学の定義と意義を説明できる。
3.ブリッジ治療の診断から装着までの診療の流れについて説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/04/10 (金)
2時限
10:40～12:10
 

ブリッジ補綴学の
意義と目的
ブリッジの診療の
流れ
診察・診断と感染
予防
治療計画を左右す
る因子
クラウンブリッジ
の要件

4.感染予防の基本的な考え方と補綴歯科治療における対策について説明できる。
5.治療計画を左右する因子について説明できる。
6.クラウンブリッジの要件について説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
ア　クラウンブリッジの設計

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
①クラウンブリッジの意義と具備条件を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏

2026/04/10 (金)
3時限
13:10～14:40
 

クラウンの合着・
CAD/CAM冠の支台
歯形成

【授業の一般目標】
クラウンの装着目的を理解し，正確に口腔内で合着する技術を習得する。CAD/
CAM冠の支台歯形成を習得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の項目を教授する。
2.製作したクラウンを口腔内で正確に合着することができる。
3.CAD/CAM冠の支台歯形成の要件を説明できる。
4.CAD/CAM冠の支台歯形成ができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｂ　支台歯形成

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｊ　装着

【コアカリキュラム】
Ｆ　シミュレーション実習（模型実習・相互演習（実習））
Ｆ-３　基本的臨床技能
Ｆ-３-４）　歯質と歯の欠損の治療
③クラウンブリッジによる補綴治療の書く基本的操作を実施できる。

＊小見山　道
＊小林　平
＊若見　昌信
＊内堀　聡史
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊岩﨑　正敏
＊石井　優貴
＊生田　真衣
＊三浦　千晶
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊岩田　好弘
＊山川　雄一郎
浅川　龍人
青野　寛史
池田　紗由美
＊安田　明弘
山田　久絵
柘植　琢磨
二瓶　仁
＊大村　祐史
澁谷　智明
手代木　一人
金谷　日出夫
髙橋　徹也
谷村　秀樹
早川　英利

2026/04/10 (金)
4時限
14:50～16:20
 

クラウンの合着・
CAD/CAM冠の支台
歯形成

【授業の一般目標】
クラウンの装着目的を理解し，正確に口腔内で合着する技術を習得する。CAD/
CAM冠の支台歯形成を習得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の項目を教授する。
2.製作したクラウンを口腔内で正確に合着することができる。
3.CAD/CAM冠の支台歯形成の要件を説明できる。
4.CAD/CAM冠の支台歯形成ができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：有　実習

＊小見山　道
＊小林　平
＊若見　昌信
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊岩田　好弘
＊山川　雄一郎
浅川　龍人
青野　寛史
池田　紗由美



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/04/10 (金)
4時限
14:50～16:20
 

クラウンの合着・
CAD/CAM冠の支台
歯形成

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｂ　支台歯形成

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｊ　装着

【コアカリキュラム】
Ｆ　シミュレーション実習（模型実習・相互演習（実習））
Ｆ-３　基本的臨床技能
Ｆ-３-４）　歯質と歯の欠損の治療
③クラウンブリッジによる補綴治療の書く基本的操作を実施できる。

＊安田　明弘
山田　久絵
柘植　琢磨
二瓶　仁
＊大村　祐史
澁谷　智明
手代木　一人
金谷　日出夫
髙橋　徹也
谷村　秀樹
早川　英利

2026/04/17 (金)
2時限
10:40～12:10
 

ブリッジの種類と
構成
ブリッジの設計
インフォームドコ
ンセント
前処置
支台歯形成

【授業の一般目標】
ブリッジの適応症，構成要素，種類について理解する。
ブリッジの設計について理解する。
インフォームドコンセントの基本的理念、必要なプロセス，ならびに治療の選
択に影響する因子を理解する。
ブリッジ治療に先立ち実施する前処置の意義，種類，内容について理解する。
支台歯形成の目的と原則，歯頚部辺縁形態の分類と適応，支台歯形成の手順，
注意点を理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.ブリッジの適応症，構成要素，種類を説明できる。
3.ブリッジの設計について説明できる
4.インフォームドコンセントの基本的理念，治療の選択に影響する因子を説明
できる。
5.ブリッジ治療に先立ち実施する前処置の意義，種類，内容を説明できる。
6.支台歯形成の目的と原則，歯頚部辺縁形態の分類と適応，支台歯形成の手順，
注意点を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｂ　支台歯形成

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ａ　前処置

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
②クラウンブリッジの種類、特徴及び製作法（CAD/CAM を含む）を説明できる。
④支台歯形成の意義と方法を説明できる。
⑤クラウンブリッジ製作のための印象採得・咬合採得に用いる材料と方法を説
明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏

2026/04/17 (金)
3時限
13:10～14:40
 

前処置
前歯部ブリッジの
支台歯形成

【授業の一般目標】
インフォームドコンセントの基本的理念，治療の選択に影響する因子を理解す
る。
クラウンブリッジ治療に先立ち実施する前処置の意義，種類，内容について理
解する。
支台歯形成の目的と原則，歯頚部辺縁形態の分類と適応，支台歯形成の手順，
注意点を理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/04/17 (金)
3時限
13:10～14:40
 

前処置
前歯部ブリッジの
支台歯形成

2.インフォームドコンセントの基本的理念，治療の選択に影響する因子を説明
できる。
3.クラウンブリッジ治療に先立ち実施する前処置の意義，種類，内容を説明で
きる。
4.支台歯形成の目的と原則，歯頚部辺縁形態の分類と適応，支台歯形成の手順，
注意点を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｂ　支台歯形成

【コアカリキュラム】
Ｆ　シミュレーション実習（模型実習・相互演習（実習））
Ｆ-３　基本的臨床技能
Ｆ-３-４）　歯質と歯の欠損の治療
③クラウンブリッジによる補綴治療の書く基本的操作を実施できる。
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
④支台歯形成の意義と方法を説明できる。

＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
大野　清美

2026/04/17 (金)
4時限
14:50～16:20
 

前処置
前歯部ブリッジの
支台歯形成

【授業の一般目標】
インフォームドコンセントの基本的理念，治療の選択に影響する因子を理解す
る。
クラウンブリッジ治療に先立ち実施する前処置の意義，種類，内容について理
解する。
支台歯形成の目的と原則，歯頚部辺縁形態の分類と適応，支台歯形成の手順，
注意点を理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.インフォームドコンセントの基本的理念，治療の選択に影響する因子を説明
できる。
3.クラウンブリッジ治療に先立ち実施する前処置の意義，種類，内容を説明で
きる。
4.支台歯形成の目的と原則，歯頚部辺縁形態の分類と適応，支台歯形成の手順，
注意点を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｂ　支台歯形成

【コアカリキュラム】
Ｆ　シミュレーション実習（模型実習・相互演習（実習））
Ｆ-３　基本的臨床技能
Ｆ-３-４）　歯質と歯の欠損の治療
③クラウンブリッジによる補綴治療の書く基本的操作を実施できる。
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
④支台歯形成の意義と方法を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
大野　清美

2026/04/24 (金)
2時限
10:40～12:10
 

印象採得
プロビジョナルレ
ストレーション

【授業の一般目標】
印象材の種類と特徴を理解する。
印象用器材，印象法の種類と特徴について理解する。
歯肉圧排の目的と方法について理解する。
プロビジョナルレストレーションの臨床的意義を理解する。
プロビジョナルレストレーションの種類と制作方法を理解する。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/04/24 (金)
2時限
10:40～12:10
 

印象採得
プロビジョナルレ
ストレーション

仮着用セメントの種類と特徴を理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.印象材の種類と特徴を説明できる。
3.印象用器材，印象法の種類と特徴を説明できる。
4.歯肉圧排の目的と方法について説明できる。
5.プロビジョナルレストレーションの臨床的意義を説明できる。
6.プロビジョナルレストレーションの種類と制作方法を説明できる。
7.仮着用セメントの種類と特徴を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｄ　印象採得

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｅ　プロビジョナルレストレーション

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑤クラウンブリッジ製作のための印象採得・咬合採得に用いる材料と方法を説
明できる。
⑦プロビジョナルレストレーションの意義とその製作法を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏

2026/04/24 (金)
3時限
13:10～14:40
 

前歯部プロビジョ
ナルレストレーシ
ョンの製作

【授業の一般目標】
プロビジョナルレストレーションの製作に必要な材料，器具およびそれらの使
用法を習得する。
歯種に適したプロビジョナルレストレーションの製作ができる。
ポンティックの基底面形態を正確に付与できる。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づいて以下の内容を教授する。
2.プロビジョナルレストレーションの製作に必要な材料，器具およびそれらの
使用法を習得する。
3.歯種に適したプロビジョナルレストレーションの製作ができる。
4.ポンティックの基底面形態を正確に付与できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｅ　プロビジョナルレストレーション

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑦プロビジョナルレストレーションの意義とその製作法を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘

2026/04/24 (金)
4時限
14:50～16:20
 

前歯部プロビジョ
ナルレストレーシ
ョンの製作

【授業の一般目標】
プロビジョナルレストレーションの製作に必要な材料，器具およびそれらの使
用法を習得する。
歯種に適したプロビジョナルレストレーションの製作ができる。
ポンティックの基底面形態を正確に付与できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/04/24 (金)
4時限
14:50～16:20
 

前歯部プロビジョ
ナルレストレーシ
ョンの製作

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づいて以下の内容を教授する。
2.プロビジョナルレストレーションの製作に必要な材料，器具およびそれらの
使用法を習得する。
3.歯種に適したプロビジョナルレストレーションの製作ができる。
4.ポンティックの基底面形態を正確に付与できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｅ　プロビジョナルレストレーション

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑦プロビジョナルレストレーションの意義とその製作法を説明できる。

＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘

2026/05/01 (金)
2時限
10:40～12:10
 

顎間関係の記録
（咬合採得）
患者情報の記録と
伝達

【授業の一般目標】
顎間関係の記録（咬合採得）の意義について理解する。
咬合採得する下顎位と咬合採得法について理解する。
咬合支持に応じた咬合採得法について理解する。
口腔内情報を記録する意義について理解する。
色調の選択と伝達方法について理解する。
歯の位置と形態の記録法について理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.顎間関係の記録（咬合採得）の意義について説明できる。
3.咬合採得する下顎位と咬合採得法について説明できる。
4.咬合支持に応じた咬合採得法について説明できる。
5.口腔内情報を記録する意義について説明できる。
6.色調の選択と伝達方法について説明できる。
7.歯の位置と形態の記録法について説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｆ　顎間関係の記録

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｇ　患者情報の記録と伝達

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑤クラウンブリッジ製作のための印象採得・咬合採得に用いる材料と方法を説
明できる。
⑥色調選択（シェードテイキング）を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏

2026/05/01 (金)
3時限
13:10～14:40
 

クラウン除去、ブ
リッジの支台歯形
成

【授業の一般目標】
小臼歯全部金属冠の支台歯形態を理解する。
ブリッジ支台歯形成時の平行測定の必要性と方法について理解する。
大臼歯全部金属冠の支台歯形態を理解する。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/05/01 (金)
3時限
13:10～14:40
 

クラウン除去、ブ
リッジの支台歯形
成

適切な支台歯形成を行うことができる。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づいて以下の内容を教授する。
2.小臼歯全部金属冠の支台歯形態を図示し，歯質の削除ができる。
3.大臼歯全部金属冠の支台歯形態を図示し，歯質の削除ができる。
4.ブリッジ支台歯形成時の平行測定ができる。
5.ブリッジの支台歯形成を行うことができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
第5実習室：実習
有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｂ　支台歯形成

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
④支台歯形成の意義と方法を説明できる。

＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘

2026/05/01 (金)
4時限
14:50～16:20
 

クラウン除去、ブ
リッジの支台歯形
成

【授業の一般目標】
小臼歯全部金属冠の支台歯形態を理解する。
ブリッジ支台歯形成時の平行測定の必要性と方法について理解する。
大臼歯全部金属冠の支台歯形態を理解する。
適切な支台歯形成を行うことができる。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づいて以下の内容を教授する。
2.小臼歯全部金属冠の支台歯形態を図示し，歯質の削除ができる。
3.大臼歯全部金属冠の支台歯形態を図示し，歯質の削除ができる。
4.ブリッジ支台歯形成時の平行測定ができる。
5.ブリッジの支台歯形成を行うことができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
第5実習室：実習
有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｂ　支台歯形成

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
④支台歯形成の意義と方法を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘

2026/05/15 (金)
2時限
10:40～12:10
 

咬合と下顎位 【授業の一般目標】
適切な咬合・咀嚼障害の診断と機能回復を目的とした治療計画の立案および処
置が行えるために必要な補綴学に関する知識・技能および態度を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.下顎位の名称を挙げ説明できる．
3.下顎運動および咬合に関わる基本的用語を挙げ説明できる．
4.下顎運動の基準となる基準点・基準面を列挙し説明できる．

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩﨑　正敏



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/05/15 (金)
2時限
10:40～12:10
 

咬合と下顎位 ・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学総論
総論Ⅱ　正常構造と機能、発生、成長、発達、加齢変化
６　口腔・顎顔面の機能
イ　運動
ａ　下顎位、咬合接触・咬合様式、下顎運動

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-２　口腔・顎顔面領域の常態と疾患
Ｅ-２-１）　頭頸部の基本構造と機能
⑦下顎の随意運動と反射を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩﨑　正敏

2026/05/15 (金)
3時限
13:10～14:40
 

ブリッジの支台歯
形成

【授業の一般目標】
小臼歯全部金属冠の支台歯形態を理解する。
ブリッジ支台歯形成時の平行測定の必要性と方法について理解する。
大臼歯全部金属冠の支台歯形態を理解する。
適切な支台歯形成を行うことができる。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づいて以下の内容を教授する。
2.小臼歯全部金属冠の支台歯形態を図示し，歯質の削除ができる。
3.大臼歯全部金属冠の支台歯形態を図示し，歯質の削除ができる。
4.ブリッジ支台歯形成時の平行測定ができる。
5.ブリッジの支台歯形成を行うことができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
第5実習室：実習
有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｂ　支台歯形成

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
④支台歯形成の意義と方法を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
柘植　琢磨
谷村　秀樹

2026/05/15 (金)
4時限
14:50～16:20
 

ブリッジの支台歯
形成

【授業の一般目標】
小臼歯全部金属冠の支台歯形態を理解する。
ブリッジ支台歯形成時の平行測定の必要性と方法について理解する。
大臼歯全部金属冠の支台歯形態を理解する。
適切な支台歯形成を行うことができる。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づいて以下の内容を教授する。
2.小臼歯全部金属冠の支台歯形態を図示し，歯質の削除ができる。
3.大臼歯全部金属冠の支台歯形態を図示し，歯質の削除ができる。
4.ブリッジ支台歯形成時の平行測定ができる。
5.ブリッジの支台歯形成を行うことができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
第5実習室：実習
有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
柘植　琢磨
谷村　秀樹



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/05/15 (金)
4時限
14:50～16:20
 

ブリッジの支台歯
形成

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｂ　支台歯形成

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
④支台歯形成の意義と方法を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
柘植　琢磨
谷村　秀樹

2026/05/22 (金)
2時限
10:40～12:10
 

咬合と下顎運動の
決定要素

【授業の一般目標】
適切な咬合・咀嚼障害の診断と機能回復を目的とした治療計画の立案および処
置が行えるために必要な補綴学に
関する知識・技能および態度を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.下顎運動および咬合に関わる基本的用語を挙げ説明できる．
3.下顎運動の基準となる基準点・基準面を列挙し説明できる．

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書
下顎運動に関連する演習を行う。

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学総論
総論Ⅱ　正常構造と機能、発生、成長、発達、加齢変化
６　口腔・顎顔面の機能
イ　運動
ａ　下顎位、咬合接触・咬合様式、下顎運動

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-２　口腔・顎顔面領域の常態と疾患
Ｅ-２-１）　頭頸部の基本構造と機能
⑧咀嚼の意義と制御機構を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩﨑　正敏

2026/05/22 (金)
3時限
13:10～14:40
 

プロビジョナルレ
ストレーションの
製作

【授業の一般目標】
プロビジョナルレストレーションの製作に必要な材料，器具およびそれらの使
用法を習得する。
歯種に適したプロビジョナルレストレーションの製作ができる。
ポンティックの基底面形態を正確に付与できる。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づいて以下の内容を教授する。
2.プロビジョナルレストレーションの製作に必要な材料，器具およびそれらの
使用法を習得する。
3.歯種に適したプロビジョナルレストレーションの製作ができる。
4.ポンティックの基底面形態を正確に付与できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｅ　プロビジョナルレストレーション

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
澤　ありさ
桂　裕名



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/05/22 (金)
3時限
13:10～14:40
 

プロビジョナルレ
ストレーションの
製作

Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑦プロビジョナルレストレーションの意義とその製作法を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
澤　ありさ
桂　裕名

2026/05/22 (金)
4時限
14:50～16:20
 

プロビジョナルレ
ストレーションの
製作

【授業の一般目標】
プロビジョナルレストレーションの製作に必要な材料，器具およびそれらの使
用法を習得する。
歯種に適したプロビジョナルレストレーションの製作ができる。
ポンティックの基底面形態を正確に付与できる。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づいて以下の内容を教授する。
2.プロビジョナルレストレーションの製作に必要な材料，器具およびそれらの
使用法を習得する。
3.歯種に適したプロビジョナルレストレーションの製作ができる。
4.ポンティックの基底面形態を正確に付与できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｅ　プロビジョナルレストレーション

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑦プロビジョナルレストレーションの意義とその製作法を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
澤　ありさ
桂　裕名

2026/05/29 (金)
2時限
10:40～12:10
 

咬合器 【授業の一般目標】
フェイスボウトランスファーとチェックバイトについて理解する。
パントグラフによる下顎運動の記録法について理解する。
咬合器の分類と特徴について理解する。
半調節性咬合器の調節方法について理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.フェイスボウトランスファーとチェックバイトを説明できる。
3.パントグラフによる下顎運動の記録法を説明できる。
4.咬合器の分類と特徴を説明できる。
5.半調節性咬合器の調節方法を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
ウ　技工操作 
ａ　ロストワックス法による製作

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩﨑　正敏



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/05/29 (金)
2時限
10:40～12:10
 

咬合器
【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-２　口腔・顎顔面領域の常態と疾患
Ｅ-２-２）　口腔領域の構造と機能
④歯列と咬合を説明できる。
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑤クラウンブリッジ製作のための印象採得・咬合採得に用いる材料と方法を説
明できる。
⑩平均値咬合器及び調節性咬合器の種類と特徴を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩﨑　正敏

2026/05/29 (金)
3時限
13:10～14:40
 

支台築造 【授業の一般目標】
支台築造の臨床的意義，選択基準を理解する。
築造窩洞形成の原則と手順を理解する。
支台築造の種類と方法を理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.支台築造の臨床的意義，選択基準を説明できる。
3.築造窩洞形成の原則と手順を説明できる。
4.支台築造の種類と方法を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｃ　支台築造

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
③支台築造の意義、種類及び特徴を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
渡辺　官
小日向　宏
大野　清美

2026/05/29 (金)
4時限
14:50～16:20
 

支台築造 【授業の一般目標】
支台築造の臨床的意義，選択基準を理解する。
築造窩洞形成の原則と手順を理解する。
支台築造の種類と方法を理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.支台築造の臨床的意義，選択基準を説明できる。
3.築造窩洞形成の原則と手順を説明できる。
4.支台築造の種類と方法を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｃ　支台築造

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
③支台築造の意義、種類及び特徴を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
渡辺　官
小日向　宏
大野　清美

2026/06/05 (金)
2時限

作業用模型の製作
ワックスアップ

【授業の一般目標】
作業用模型の構成と要件について理解する。

＊小見山　道
＊若見　昌信



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

10:40～12:10
 

作業用模型の製作
ワックスアップ

模型材の種類と性質を理解する。
作業用模型の種類と特徴を理解する。
ワックスの種類と要件，取り扱い方法を理解する。
ワックスアップの方法と注意事項を理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.作業用模型の構成と要件を説明できる。
3.模型材の種類と性質を説明できる。
4.作業用模型の種類と特徴を説明できる。
5.ワックスの種類と要件，取り扱い方法を理解する。
6.ワックスアップの方法と注意事項を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学総論
総論Ⅷ　歯科材料と歯科医療機器
４　模型用材料、ワックス
ア　歯科用石膏
ａ　普通石膏、硬質石膏、超硬質石膏

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学総論
総論Ⅷ　歯科材料と歯科医療機器
４　模型用材料、ワックス
イ　歯科用ワックス
ｂ　パラフィンワックス、シートワックス、レディキャスティングワックス、
スティッキーワックス、ユーティリティーワックス

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑧クラウンブリッジの製作に必要な材料の基本的操作を説明できる。
⑨研究用模型と作業用模型の製作方法を説明できる。
⑩平均値咬合器及び調節性咬合器の種類と特徴を説明できる。

＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏

2026/06/05 (金)
3時限
13:10～14:40
 

レジン築造
支台歯形成

【授業の一般目標】
築造操作に必要な器具および材料を適切に使用することができる。
適切な築造操作ができる。
残存歯質の状態によって築造法を選択できる。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.築造操作に必要な器具および材料を適切に使用することができる。
2.適切な築造操作ができる。
3.残存歯質の状態によって築造法を選択できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
築造について学ぶ。

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
第5実習室

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｃ　支台築造

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
③支台築造の意義、種類及び特徴を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
柘植　琢磨
谷村　秀樹
薦田　祥博
小林　紀彦

2026/06/05 (金)
4時限
14:50～16:20
 

レジン築造
支台歯形成

【授業の一般目標】
築造操作に必要な器具および材料を適切に使用することができる。
適切な築造操作ができる。
残存歯質の状態によって築造法を選択できる。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.築造操作に必要な器具および材料を適切に使用することができる。
2.適切な築造操作ができる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/06/05 (金)
4時限
14:50～16:20
 

レジン築造
支台歯形成

3.残存歯質の状態によって築造法を選択できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
築造について学ぶ。

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
第5実習室

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｃ　支台築造

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
③支台築造の意義、種類及び特徴を説明できる。

＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
柘植　琢磨
谷村　秀樹
薦田　祥博
小林　紀彦

2026/06/12 (金)
2時限
10:40～12:10
 

第1回平常試験・
解説講義

【授業の一般目標】
平常試験までの授業内容を理解する。

【準備学修項目と準備学修時間】
8回の講義内容から多肢選択式問題で50問を出題する。

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
多肢選択式問題

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
①クラウンブリッジの意義と具備条件を説明できる。
③支台築造の意義、種類及び特徴を説明できる。
④支台歯形成の意義と方法を説明できる。
⑤クラウンブリッジ製作のための印象採得・咬合採得に用いる材料と方法を説
明できる。
⑦プロビジョナルレストレーションの意義とその製作法を説明できる。
⑧クラウンブリッジの製作に必要な材料の基本的操作を説明できる。
⑨研究用模型と作業用模型の製作方法を説明できる。
⑩平均値咬合器及び調節性咬合器の種類と特徴を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏

2026/06/12 (金)
3時限
13:10～14:40
 

概形印象採得・研
究用模型の製作

【授業の一般目標】
患者の概形印象・研究用模型の製作を円滑に行うために必要な知識、口腔周囲
の組織と調和した印象採得を行う技能を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床実務経験に基づき下記の内容を教授する。
2.概形印象採得を行うことができる。
3.研究用模型を製作できる。
4.研究用模型の前準備を行うことができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：実習書および予習動画の確認

・準備学修時間：３０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
有：反転授業・実習
実習書

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｄ　印象採得

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/06/12 (金)
3時限
13:10～14:40
 

概形印象採得・研
究用模型の製作

⑨研究用模型と作業用模型の製作方法を説明できる。 ＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘

2026/06/12 (金)
4時限
14:50～16:20
 

概形印象採得・研
究用模型の製作

【授業の一般目標】
患者の概形印象・研究用模型の製作を円滑に行うために必要な知識、口腔周囲
の組織と調和した印象採得を行う技能を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床実務経験に基づき下記の内容を教授する。
2.概形印象採得を行うことができる。
3.研究用模型を製作できる。
4.研究用模型の前準備を行うことができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：実習書および予習動画の確認

・準備学修時間：３０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
有：反転授業・実習
実習書

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｄ　印象採得

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑨研究用模型と作業用模型の製作方法を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘

2026/06/19 (金)
2時限
10:40～12:10
 

埋没・鋳造・熱処
理・研磨

【授業の一般目標】
埋没材の種類と性質を理解する。
埋没法を理解する。
鋳造用金属の所要性質と種類を理解する。
鋳造法の種類と方法を理解する。
鋳造後の処理と研磨方法を理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.埋没材の種類と性質を説明できる。
3.埋没法を説明できる。
4.鋳造用金属の所要性質と種類を説明できる。
5.鋳造法の種類と方法を説明できる。
6.鋳造後の処理と研磨方法を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
ウ　技工操作 
ａ　ロストワックス法による製作

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/06/19 (金)
2時限
10:40～12:10
 

埋没・鋳造・熱処
理・研磨

Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑧クラウンブリッジの製作に必要な材料の基本的操作を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘

2026/06/19 (金)
3時限
13:10～14:40
 

上下スタディーモ
デルの印象・作業
模型の製作

【授業の一般目標】
患者の概形印象採得と研究用模型の製作を円滑に行うために必要な口腔周囲の
解剖学、印象材の所用性質、印象方法と研究用模型の製作方法に関する知識、
概形印象採得を安全に行う技能および態度を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床実務経験に基づき以下の項目を教授する。
2.印象採得の種類と方法を説明できる。
3.アルジネート印象材の所用性質を述べることができる。
4.研究用模型の目的を述べることができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目　

・準備学修時間：３０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
有：動画の視聴

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｄ　印象採得

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｄ　印象採得

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑨研究用模型と作業用模型の製作方法を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘

2026/06/19 (金)
4時限
14:50～16:20
 

上下スタディーモ
デルの印象・作業
模型の製作

【授業の一般目標】
患者の概形印象採得と研究用模型の製作を円滑に行うために必要な口腔周囲の
解剖学、印象材の所用性質、印象方法と研究用模型の製作方法に関する知識、
概形印象採得を安全に行う技能および態度を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床実務経験に基づき以下の項目を教授する。
2.印象採得の種類と方法を説明できる。
3.アルジネート印象材の所用性質を述べることができる。
4.研究用模型の目的を述べることができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目　

・準備学修時間：３０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
有：動画の視聴

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｄ　印象採得

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｄ　印象採得

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑨研究用模型と作業用模型の製作方法を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/06/19 (金)
4時限
14:50～16:20
 

上下スタディーモ
デルの印象・作業
模型の製作

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘
＊石井　優貴
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山川　雄一郎
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘

2026/06/26 (金)
2時限
10:40～12:10
 

口腔内試適と装着
術後管理
装着後に発生する
問題とその対応

【授業の一般目標】
ブリッジ試適時の調整手順・調整方法について理解する。
ブリッジ咬合面の調整方法について理解する。
各種歯科用セメントの特徴について理解する。
術後管理の重要性について理解する。
補綴装置装着後に発生する問題の原因，解決法について理解する。
補綴装置装着後に発生する問題の予防方法について理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.ブリッジ試適時の調整手順・調整方法を説明できる。
3.ブリッジ咬合面の調整方法を説明できる。
4.各種歯科用セメントの特徴を説明できる。
5.術後管理の重要性を説明できる。
6.補綴装置装着後に発生する問題の原因，解決法を説明できる。
7.補綴装置装着後に発生する問題の予防方法を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｈ　口腔内試適

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｊ　装着

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑪クラウンブリッジの装着方法を説明できる。
⑫クラウンブリッジの維持管理の目的と方法を説明できる。
⑬クラウンブリッジ装着後のメインテナンスの重要性を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏

2026/06/26 (金)
3時限
13:10～14:40
 

顎間関係の記録・
フェイスボウトラ
ンスファー・咬合
器への付着

【授業の一般目標】
適切な補綴歯科治療を実施できるようになるために、顎間関係の記録・下顎運
動および顆路角の記録・調節に関する知識・技能を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床実務経験に基づき下記の内容を教授する。
2.顎間関係・下顎運動・顆路角の記録に関わる基準点と基準平面を説明できる。
3.フェイスボウトランスファーについて説明できる。
4.下顎運動の記録方法を説明できる。
5.顆路角の記録・調節方法を説明できる。
6.咬合器への付着方法を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：講義および実習内容の復習

・準備学修時間：３０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
有：動画の視聴

【学修方略（ＬＳ）】
演習

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊生田　真衣
＊三浦　千晶
＊吉田　一央
＊石井　優貴
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
＊増田　学



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/06/26 (金)
3時限
13:10～14:40
 

顎間関係の記録・
フェイスボウトラ
ンスファー・咬合
器への付着

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
４　部分床義歯による治療
イ　臨床操作 
ｃ　顎間関係の記録

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
４　部分床義歯による治療
ウ　技工操作 
ｂ　咬合器装着・調節

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（２）　可撤性義歯（部分床義歯、全部床義歯）
⑧調節性咬合器の基本的操作方法、フェイスボウトランスファー、チェックバ
イト法を説明できる。
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑩平均値咬合器及び調節性咬合器の種類と特徴を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊生田　真衣
＊三浦　千晶
＊吉田　一央
＊石井　優貴
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
＊増田　学

2026/06/26 (金)
4時限
14:50～16:20
 

顎間関係の記録・
フェイスボウトラ
ンスファー・咬合
器への付着

【授業の一般目標】
適切な補綴歯科治療を実施できるようになるために、顎間関係の記録・下顎運
動および顆路角の記録・調節に関する知識・技能を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床実務経験に基づき下記の内容を教授する。
2.顎間関係・下顎運動・顆路角の記録に関わる基準点と基準平面を説明できる。
3.フェイスボウトランスファーについて説明できる。
4.下顎運動の記録方法を説明できる。
5.顆路角の記録・調節方法を説明できる。
6.咬合器への付着方法を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・準備学修項目：講義および実習内容の復習

・準備学修時間：３０分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
有：動画の視聴

【学修方略（ＬＳ）】
演習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
４　部分床義歯による治療
イ　臨床操作 
ｃ　顎間関係の記録

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
４　部分床義歯による治療
ウ　技工操作 
ｂ　咬合器装着・調節

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（２）　可撤性義歯（部分床義歯、全部床義歯）
⑧調節性咬合器の基本的操作方法、フェイスボウトランスファー、チェックバ
イト法を説明できる。
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑩平均値咬合器及び調節性咬合器の種類と特徴を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊生田　真衣
＊三浦　千晶
＊吉田　一央
＊石井　優貴
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
＊増田　学

2026/07/03 (金)
2時限
10:40～12:10
 

支台築造
CAD/CAMによるク
ラウンブリッジの
製作

【授業の一般目標】
支台築造の臨床的意義，選択基準を理解する。
築造窩洞形成の原則と手順を理解する。
支台築造の種類と方法を理解する。
CAD/CAMによる補綴装置の臨床的意義を理解する。
CAD/CAMによるクラウンブリッジ製作の特徴と流れを理解する。
CAD/CAMクラウン製作時の各ステップにおける注意点を理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.支台築造の臨床的意義，選択基準を説明できる。
3.築造窩洞形成の原則と手順を説明できる。
4.支台築造の種類と方法を説明できる。
5.CAD/CAMによる補綴装置の臨床的意義を説明できる。
6.CAD/CAMによるクラウンブリッジ製作の特徴と流れを説明できる。
7.CAD/CAMクラウン製作時の各ステップにおける注意点を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/07/03 (金)
2時限
10:40～12:10
 

支台築造
CAD/CAMによるク
ラウンブリッジの
製作

・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｃ　支台築造

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
ウ　技工操作 
ｂ　CAD/CAMによる製作

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
②クラウンブリッジの種類、特徴及び製作法（CAD/CAM を含む）を説明できる。
③支台築造の意義、種類及び特徴を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘

2026/07/03 (金)
3時限
13:10～14:40
 

顎間関係の記録
（咬合採得）
患者情報の記録と
伝達

【授業の一般目標】
顎間関係の記録（咬合採得）の意義について理解する。
咬合採得する下顎位と咬合採得法について理解する。
咬合支持に応じた咬合採得法について理解する。
口腔内情報を記録する意義について理解する。
色調の選択と伝達方法について理解する。
歯の位置と形態の記録法について理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.顎間関係の記録（咬合採得）の意義について説明できる。
3.咬合採得する下顎位と咬合採得法について説明できる。
4.咬合支持に応じた咬合採得法について説明できる。
5.口腔内情報を記録する意義について説明できる。
6.歯の位置と形態の記録法について説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｆ　顎間関係の記録

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｇ　患者情報の記録と伝達

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑤クラウンブリッジ製作のための印象採得・咬合採得に用いる材料と方法を説
明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊生田　真衣
＊三浦　千晶
＊山川　雄一郎
＊吉田　一央
＊石井　優貴
＊芦田　悠作
柘植　琢磨
＊安田　明弘
谷村　秀樹

2026/07/03 (金)
4時限
14:50～16:20
 

顎間関係の記録
（咬合採得）
患者情報の記録と
伝達

【授業の一般目標】
顎間関係の記録（咬合採得）の意義について理解する。
咬合採得する下顎位と咬合採得法について理解する。
咬合支持に応じた咬合採得法について理解する。
口腔内情報を記録する意義について理解する。
色調の選択と伝達方法について理解する。
歯の位置と形態の記録法について理解する。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊小林　平
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/07/03 (金)
4時限
14:50～16:20
 

顎間関係の記録
（咬合採得）
患者情報の記録と
伝達

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.顎間関係の記録（咬合採得）の意義について説明できる。
3.咬合採得する下顎位と咬合採得法について説明できる。
4.咬合支持に応じた咬合採得法について説明できる。
5.口腔内情報を記録する意義について説明できる。
6.歯の位置と形態の記録法について説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｆ　顎間関係の記録

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｇ　患者情報の記録と伝達

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑤クラウンブリッジ製作のための印象採得・咬合採得に用いる材料と方法を説
明できる。

＊岩﨑　正敏
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊生田　真衣
＊三浦　千晶
＊山川　雄一郎
＊吉田　一央
＊石井　優貴
＊芦田　悠作
柘植　琢磨
＊安田　明弘
谷村　秀樹

2026/07/10 (金)
2時限
10:40～12:10
 

レジン前装冠
ハイブリッド型コ
ンポジットレジン
クラウン
陶材焼付冠
オールセラミック
修復

【授業の一般目標】
レジン前装冠の特徴，適応症，禁忌症，製作法を理解する。
ハイブリッド型コンポジットレジンクラウンの特徴，適応症，禁忌症，製作法
を理解する。
陶材焼付冠の特徴，適応症，禁忌症，製作法について理解する。
オールセラミッククラウンの特徴，適応症，禁忌症，製作法について理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.レジン前装冠の特徴，適応症，禁忌症，製作法を説明できる。
3.ハイブリッド型コンポジットレジンクラウンの特徴，適応症，禁忌症，製作
法を説明できる。
4.陶材焼付冠の特徴，適応症，禁忌症，製作法を説明できる。
5.オールセラミッククラウンの特徴，適応症，禁忌症，製作法を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
ア　クラウンブリッジの設計

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
②クラウンブリッジの種類、特徴及び製作法（CAD/CAM を含む）を説明できる。
⑧クラウンブリッジの製作に必要な材料の基本的操作を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊岩﨑　正敏
＊岩田　好弘

2026/07/10 (金)
3時限
13:10～14:40
 

インプラント実習
支台歯形成
プロビジョナルレ
ストレーションの
製作

【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために，口腔インプラント治療に関
する基本的知識を修得する。
ブリッジ支台歯形成時の平行測定の必要性と方法について理解する。
プロビジョナルレストレーションの製作に必要な材料，器具およびそれらの使
用法を習得する。

＊小見山　道
＊小林　平
＊若見　昌信
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/07/10 (金)
3時限
13:10～14:40
 

インプラント実習
支台歯形成
プロビジョナルレ
ストレーションの
製作

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づいて以下の内容を教授する。
2.インプラント治療計画における埋入設計ができる。
3.インプラント治療計画における診断用ガイドプレートについて説明できる。
4.インプラント治療にけおるサージカルガイドプレートについて説明できる。
5.インプラント埋入窩の形成ができる
6.インプラント体の埋入が出来る。
7.インプラント上部構造の印象採得ができる。
8.インプラント上部構造装着について説明できる。
9.ブリッジの支台歯形成を行うことができる。
10.歯種に適したプロビジョナルレストレーションの製作ができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
第2実習室、203教室、204教室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
ウ　臨床操作 
ｃ　印象採得

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
イ　インプラント義歯の設計
ａ　上部構造の設計
ｂ　埋入計画の立案
ａ　インプラント体埋入手術（一次手術）
ｃ　印象採得
ｇ　装着

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
④口腔インプラントの治療計画、治療手順を説明できる。
⑤埋入手術方法を説明できる。
⑥口腔インプラントの上部構造の印象採得と咬合採得を説明できる。
⑦口腔インプラントの上部構造の製作手順と装着方法を説明できる。

＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊石井　優貴
＊吉田　一央
＊山川　雄一郎
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
＊井下田　繁子
＊玉木　大之
＊北川　剛至
＊網野　雄太
＊出井　啓友
＊田山　隆史
＊五百木　悠希
＊臼田　圭佑
＊清水　峻
＊村井　麻珠
宇野　一成
矢野　拳
＊江橋　栞
＊村上　洋

2026/07/10 (金)
4時限
14:50～16:20
 

インプラント実習
支台歯形成
プロビジョナルレ
ストレーションの
製作

【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために，口腔インプラント治療に関
する基本的知識を修得する。
ブリッジ支台歯形成時の平行測定の必要性と方法について理解する。
プロビジョナルレストレーションの製作に必要な材料，器具およびそれらの使
用法を習得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づいて以下の内容を教授する。
2.インプラント治療計画における埋入設計ができる。
3.インプラント治療計画における診断用ガイドプレートについて説明できる。
4.インプラント治療にけおるサージカルガイドプレートについて説明できる。
5.インプラント埋入窩の形成ができる。
6.インプラント体の埋入が出来る。
7.インプラント上部構造の印象採得ができる。
8.インプラント上部構造装着について説明できる。
9.ブリッジの支台歯形成を行うことができる。
10.歯種に適したプロビジョナルレストレーションの製作ができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
第2実習室、203教室、304教室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
ウ　臨床操作 
ｃ　印象採得

＊小見山　道
＊小林　平
＊若見　昌信
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊石井　優貴
＊吉田　一央
＊山川　雄一郎
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
＊井下田　繁子
＊玉木　大之
＊北川　剛至
＊網野　雄太
＊出井　啓友
＊田山　隆史
＊五百木　悠希
＊臼田　圭佑
＊清水　峻
＊村井　麻珠
宇野　一成
矢野　拳
＊江橋　栞
＊村上　洋



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/07/10 (金)
4時限
14:50～16:20
 

インプラント実習
支台歯形成
プロビジョナルレ
ストレーションの
製作

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
イ　インプラント義歯の設計
ａ　上部構造の設計
ｂ　埋入計画の立案
ａ　インプラント体埋入手術（一次手術）
ｃ　印象採得
ｇ　装着

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
④口腔インプラントの治療計画、治療手順を説明できる。
⑤埋入手術方法を説明できる。
⑥口腔インプラントの上部構造の印象採得と咬合採得を説明できる。
⑦口腔インプラントの上部構造の製作手順と装着方法を説明できる。

＊小見山　道
＊小林　平
＊若見　昌信
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊石井　優貴
＊吉田　一央
＊山川　雄一郎
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
＊井下田　繁子
＊玉木　大之
＊北川　剛至
＊網野　雄太
＊出井　啓友
＊田山　隆史
＊五百木　悠希
＊臼田　圭佑
＊清水　峻
＊村井　麻珠
宇野　一成
矢野　拳
＊江橋　栞
＊村上　洋

2026/07/17 (金)
2時限
10:40～12:10
 

従来ブリッジと接
着ブリッジ
口腔インプラント
支台のクラウンブ
リッジ

【授業の一般目標】
ワンピースキャスト法（一塊鋳造法）とろう付け法の違いについて理解する。
ブリッジの固定性連結，半固定性連結，可撤性連結の違いについて理解する。
接着ブリッジの利点，適応症，製作法について理解する。
接着ブリッジ装着時の金属ならびに歯質被着面処理について理解する。
口腔インプラントの上部構造について理解する。
口腔インプラント補綴装置の選択基準について理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.ワンピースキャスト法（一塊鋳造法）とろう付け法の違いを説明できる。
3.ブリッジの固定性連結，半固定性連結，可撤性連結の違いを説明できる。
4.接着ブリッジの利点，適応症，製作法を説明できる。
5.接着ブリッジ装着時の金属ならびに歯質被着面処理を説明できる。
6.口腔インプラントの上部構造を説明できる。
7.口腔インプラント補綴装置の選択基準を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
ア　クラウンブリッジの設計

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
エ　上部構造の製作 
ａ　セメント固定式上部構造の製作

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
②クラウンブリッジの種類、特徴及び製作法（CAD/CAM を含む）を説明できる。
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
⑥口腔インプラントの上部構造の印象採得と咬合採得を説明できる。
⑦口腔インプラントの上部構造の製作手順と装着方法を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏

2026/07/17 (金)
3時限
13:10～14:40
 

インプラント実習
支台歯形成
プロビジョナルレ
ストレーションの
製作

【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために，口腔インプラント治療に関
する基本的知識を修得する。
ブリッジ支台歯形成時の平行測定の必要性と方法について理解する。
プロビジョナルレストレーションの製作に必要な材料，器具およびそれらの使
用法を習得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づいて以下の内容を教授する。
2.インプラント治療計画における埋入設計ができる。

＊小見山　道
＊小林　平
＊若見　昌信
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊三浦　千晶
＊生田　真衣



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/07/17 (金)
3時限
13:10～14:40
 

インプラント実習
支台歯形成
プロビジョナルレ
ストレーションの
製作

3.インプラント治療計画における診断用ガイドプレートについて説明できる。
4.インプラント治療にけおるサージカルガイドプレートについて説明できる。
5.インプラント埋入窩の形成ができる。
6.インプラント体の埋入が出来る。
7.インプラント上部構造の印象採得ができる。
8.インプラント上部構造装着について説明できる。
9.ブリッジの支台歯形成を行うことができる。
10.歯種に適したプロビジョナルレストレーションの製作ができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
第2実習室、203教室、204教室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
ウ　臨床操作 
ｃ　印象採得

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
イ　インプラント義歯の設計
ａ　上部構造の設計
ｂ　埋入計画の立案
ａ　インプラント体埋入手術（一次手術）
ｃ　印象採得
ｇ　装着

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
④口腔インプラントの治療計画、治療手順を説明できる。
⑤埋入手術方法を説明できる。
⑥口腔インプラントの上部構造の印象採得と咬合採得を説明できる。
⑦口腔インプラントの上部構造の製作手順と装着方法を説明できる。

＊石井　優貴
＊吉田　一央
＊山川　雄一郎
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
＊井下田　繁子
＊玉木　大之
＊北川　剛至
＊網野　雄太
＊出井　啓友
＊田山　隆史
＊五百木　悠希
＊臼田　圭佑
＊清水　峻
＊村井　麻珠
宇野　一成
矢野　拳
＊江橋　栞
＊村上　洋

2026/07/17 (金)
4時限
14:50～16:20
 

インプラント実習
支台歯形成
プロビジョナルレ
ストレーションの
製作

【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために，口腔インプラント治療に関
する基本的知識を修得する。
ブリッジ支台歯形成時の平行測定の必要性と方法について理解する。
プロビジョナルレストレーションの製作に必要な材料，器具およびそれらの使
用法を習得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づいて以下の内容を教授する。
2.インプラント治療計画における埋入設計ができる。
3.インプラント治療計画における診断用ガイドプレートについて説明できる。
4.インプラント治療にけおるサージカルガイドプレートについて説明できる。
5.インプラント埋入窩の形成ができる。
6.インプラント体の埋入が出来る。
7.インプラント上部構造の印象採得ができる。
8.インプラント上部構造装着について説明できる。
9.ブリッジの支台歯形成を行うことができる。
10.歯種に適したプロビジョナルレストレーションの製作ができる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
第2実習室、203教室、302教室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
ウ　臨床操作 
ｃ　印象採得

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害

＊小見山　道
＊小林　平
＊若見　昌信
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊石井　優貴
＊吉田　一央
＊山川　雄一郎
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
＊井下田　繁子
＊玉木　大之
＊北川　剛至
＊網野　雄太
＊出井　啓友
＊田山　隆史
＊五百木　悠希
＊臼田　圭佑
＊清水　峻
＊村井　麻珠
宇野　一成
矢野　拳
＊江橋　栞
＊村上　洋



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/07/17 (金)
4時限
14:50～16:20
 

インプラント実習
支台歯形成
プロビジョナルレ
ストレーションの
製作

６　インプラント義歯による治療
イ　インプラント義歯の設計
ａ　上部構造の設計
ｂ　埋入計画の立案
ａ　インプラント体埋入手術（一次手術）
ｃ　印象採得
ｇ　装着

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
④口腔インプラントの治療計画、治療手順を説明できる。
⑤埋入手術方法を説明できる。
⑥口腔インプラントの上部構造の印象採得と咬合採得を説明できる。
⑦口腔インプラントの上部構造の製作手順と装着方法を説明できる。

＊小見山　道
＊小林　平
＊若見　昌信
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊石井　優貴
＊吉田　一央
＊山川　雄一郎
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
＊井下田　繁子
＊玉木　大之
＊北川　剛至
＊網野　雄太
＊出井　啓友
＊田山　隆史
＊五百木　悠希
＊臼田　圭佑
＊清水　峻
＊村井　麻珠
宇野　一成
矢野　拳
＊江橋　栞
＊村上　洋

2026/07/24 (金)
2時限
10:40～12:10
 

高齢者・要介護者
におけるクラウン
ブリッジ補綴
歯周病患者におけ
るクラウンブリッ
ジ補綴
顎関節症患者にお
けるクラウンブリ
ッジ補綴

【授業の一般目標】
高齢者へのクラウンブリッジ治療時の注意事項を理解する。
補綴前処置としての歯周治療の意義を理解する。
適切なマージン設定，カントゥア形態について理解する。
エマージェンスプロファイル，隣接面形態について理解する。
顎関節症に対する補綴歯科治療について理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.高齢者へのクラウンブリッジ治療時の注意事項を説明できる。
3.補綴前処置としての歯周治療の意義を説明できる。
4.適切なマージン設定，カントゥア形態を説明できる。
5.エマージェンスプロファイル，隣接面形態を説明できる。
6.顎関節症に対する補綴歯科治療を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅴ　配慮が必要な高齢者・有病者・障害者等に関連した疾患・病態・予防
ならびに歯科診療
６　高齢者等に関連した歯科診療
ア　歯の硬組織疾患および歯周疾患への対応

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅲ　顎・口腔領域の疾患
３　主として機能に関連する疾患の病態・診断・治療
ウ　顎関節・咀嚼筋疾患の病態・診断・治療
ｌ　顎関節症

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑪クラウンブリッジの装着方法を説明できる。
⑫クラウンブリッジの維持管理の目的と方法を説明できる。
⑬クラウンブリッジ装着後のメインテナンスの重要性を説明できる。
Ｅ-２　口腔・顎顔面領域の常態と疾患
Ｅ-２-４）　口腔・顎顔面領域の疾患
Ｅ-２-４）-（１１）　口腔・顎顔面領域の機能障害
①咬合異常による障害と咀嚼障害の原因、診察、検査、診断及び治療方針を説
明できる。
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑫クラウンブリッジの維持管理の目的と方法を説明できる。
⑬クラウンブリッジ装着後のメインテナンスの重要性を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏

2026/07/24 (金)
3時限

インプラント実習
支台歯形成

【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために，口腔インプラント治療に関

＊小見山　道
＊小林　平



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

13:10～14:40
 

プロビジョナルレ
ストレーションの
製作

する基本的知識を修得する。
ブリッジ支台歯形成時の平行測定の必要性と方法について理解する。
プロビジョナルレストレーションの製作に必要な材料，器具およびそれらの使
用法を習得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づいて以下の内容を教授する。
2.ろう着後の研磨操作が適切にできる。
3.研磨操作に必要な器具および材料を適切に使用できる。
4.ブリッジの口腔内試適，仮着，装着が適切にできる。
5.仮着，装着に必要な器具および材料を適切に使用できる。
6.インプラント治療計画における埋入設計ができる。
7.インプラント治療計画における診断用ガイドプレートについて説明できる。
8.インプラント治療にけおるサージカルガイドプレートについて説明できる。
9.インプラント埋入窩の形成ができる
10.インプラント体の埋入が出来る。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
第2実習室、203教室、204教室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
ウ　臨床操作 
ｇ　装着

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｊ　装着
６　インプラント義歯による治療
イ　インプラント義歯の設計
ａ　上部構造の設計
ｂ　埋入計画の立案
ａ　インプラント体埋入手術（一次手術）
ｃ　印象採得
ｇ　装着

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
④口腔インプラントの治療計画、治療手順を説明できる。
⑤埋入手術方法を説明できる。
⑥口腔インプラントの上部構造の印象採得と咬合採得を説明できる。
⑦口腔インプラントの上部構造の製作手順と装着方法を説明できる。

＊若見　昌信
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊石井　優貴
＊吉田　一央
＊山川　雄一郎
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
＊井下田　繁子
＊玉木　大之
＊北川　剛至
＊網野　雄太
＊出井　啓友
＊田山　隆史
＊五百木　悠希
＊臼田　圭佑
＊清水　峻
＊村井　麻珠
宇野　一成
矢野　拳
＊江橋　栞
＊村上　洋

2026/07/24 (金)
4時限
14:50～16:20
 

インプラント実習
支台歯形成
プロビジョナルレ
ストレーションの
製作

【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために，口腔インプラント治療に関
する基本的知識を修得する。
ブリッジ支台歯形成時の平行測定の必要性と方法について理解する。
プロビジョナルレストレーションの製作に必要な材料，器具およびそれらの使
用法を習得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づいて以下の内容を教授する。
2.ろう着後の研磨操作が適切にできる。
3.研磨操作に必要な器具および材料を適切に使用できる。
4.ブリッジの口腔内試適，仮着，装着が適切にできる。
5.仮着，装着に必要な器具および材料を適切に使用できる。
6.インプラント治療計画における埋入設計ができる。
7.インプラント治療計画における診断用ガイドプレートについて説明できる。
8.インプラント治療にけおるサージカルガイドプレートについて説明できる。
9.インプラント埋入窩の形成ができる
10.インプラント体の埋入が出来る。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：実習書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：特になし。
・事後学習時間：0分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：有　実習

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
第2実習室、203教室、302教室

＊小見山　道
＊小林　平
＊若見　昌信
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊石井　優貴
＊吉田　一央
＊山川　雄一郎
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
＊井下田　繁子
＊玉木　大之
＊北川　剛至
＊網野　雄太
＊出井　啓友
＊田山　隆史
＊五百木　悠希
＊臼田　圭佑
＊清水　峻
＊村井　麻珠
宇野　一成
矢野　拳
＊江橋　栞
＊村上　洋



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/07/24 (金)
4時限
14:50～16:20
 

インプラント実習
支台歯形成
プロビジョナルレ
ストレーションの
製作

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
ウ　臨床操作 
ｇ　装着

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
イ　臨床操作 
ｊ　装着
６　インプラント義歯による治療
イ　インプラント義歯の設計
ａ　上部構造の設計
ｂ　埋入計画の立案
ａ　インプラント体埋入手術（一次手術）
ｃ　印象採得
ｇ　装着

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
④口腔インプラントの治療計画、治療手順を説明できる。
⑤埋入手術方法を説明できる。
⑥口腔インプラントの上部構造の印象採得と咬合採得を説明できる。
⑦口腔インプラントの上部構造の製作手順と装着方法を説明できる。

＊小見山　道
＊小林　平
＊若見　昌信
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊石井　優貴
＊吉田　一央
＊山川　雄一郎
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
＊井下田　繁子
＊玉木　大之
＊北川　剛至
＊網野　雄太
＊出井　啓友
＊田山　隆史
＊五百木　悠希
＊臼田　圭佑
＊清水　峻
＊村井　麻珠
宇野　一成
矢野　拳
＊江橋　栞
＊村上　洋

2026/08/21 (金)
2時限
10:40～12:10
 

第2回平常試験・
解説講義

【授業の一般目標】
第１回平常試験から以降の講義内容について理解する。

【準備学修項目と準備学修時間】
第１回平常試験以降の6回の講義内容から多肢選択式問題で50問を出題する。

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
多肢選択式問題

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
⑨研究用模型と作業用模型の製作方法を説明できる。
⑩平均値咬合器及び調節性咬合器の種類と特徴を説明できる。
⑪クラウンブリッジの装着方法を説明できる。
⑫クラウンブリッジの維持管理の目的と方法を説明できる。
⑬クラウンブリッジ装着後のメインテナンスの重要性を説明できる。

＊小見山　道
＊若見　昌信
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏

2026/08/21 (金)
3時限
13:10～14:40
 

実習の総括 【授業の一般目標】
本実習での製作物の完成を実施する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.クラウン実習での製作物を完成させる。

【準備学修項目と準備学修時間】
特になし

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
実習機材

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
ウ　技工操作 
ａ　ロストワックス法による製作

【コアカリキュラム】
Ｆ　シミュレーション実習（模型実習・相互演習（実習））
Ｆ-３　基本的臨床技能
Ｆ-３-４）　歯質と歯の欠損の治療
③クラウンブリッジによる補綴治療の書く基本的操作を実施できる。

＊小見山　道
＊小林　平
＊若見　昌信
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史
＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊石井　優貴
＊吉田　一央
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘
＊山川　雄一郎

2026/08/21 (金)
4時限
14:50～16:20
 

製作物の完成 【授業の一般目標】
クラウン実習での製作物を完成させる。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.クラウン実習の製作物を完成させる。

＊小見山　道
＊小林　平
＊若見　昌信
＊鈴木　浩司
＊淺野　隆
＊内堀　聡史



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/08/21 (金)
4時限
14:50～16:20
 

製作物の完成 【準備学修項目と準備学修時間】
特になし

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
実習機材

【学修方略（ＬＳ）】
実習

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
ウ　技工操作 
ａ　ロストワックス法による製作

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
②クラウンブリッジの種類、特徴及び製作法（CAD/CAM を含む）を説明できる。
④支台歯形成の意義と方法を説明できる。
③支台築造の意義、種類及び特徴を説明できる。
⑤クラウンブリッジ製作のための印象採得・咬合採得に用いる材料と方法を説
明できる。
⑧クラウンブリッジの製作に必要な材料の基本的操作を説明できる。
⑪クラウンブリッジの装着方法を説明できる。
⑬クラウンブリッジ装着後のメインテナンスの重要性を説明できる。

＊岩田　好弘
＊岩﨑　正敏
＊三浦　千晶
＊生田　真衣
＊石井　優貴
＊吉田　一央
＊山川　雄一郎
＊柳園　佑奈
＊山田　優太
＊芦田　悠作
＊安田　明弘



先端歯科補綴学

年次 学期 学修ユニット責任者

4年次 前学期 ＊小見山　道（顎口腔機能補綴学）

学修ユニット
学修目標
（ＧＩＯ）

適切な咬合・咀嚼障害の診断と機能回復を目的とした治療計画及び処置が行えるために必要な補綴学
に関する知識・技能および態度を修得する。

担当教員
＊若見　昌信、＊小見山　道、＊小林　平、＊飯田　崇、＊鈴木　浩司、＊井下田　繁子、＊北川　
剛至、＊玉木　大之、＊岩﨑　正敏、※＊岩田　好弘、＊網野　雄太、＊出井　啓友

教科書
よくわかる口腔インプラント学　第4版　赤川安正 細川隆司 横山敦朗 宮本洋二 近藤尚知　医歯薬
出版

参考図書

口腔インプラント治療指針 2024　公益社団法人 日本口腔インプラント学会編　医歯薬出版
歯周病患者における口腔インプラント治療指針およびエビデンス2018　特定非営利活動法人 日本歯
周病学会　医歯薬出版
歯周治療のガイドライン2022　特定非営利活動法人 日本歯周病学会　医歯薬出版

評価方法
（ＥＶ）

学科目「歯科補綴学２」の評価方法に準ずる。

学生への
メッセージ

オフィスアワー

新しい歯科補綴学に関する知識の学修となります。患者さんを取り巻く生理的、社会的、心理的、倫
理的といった
様々な要素を理解するためにも幅広い知識が要求されます。歯科医学を遂行する上で必ず役に立つと
きがきますので、集中して受講してください。臨床における実地経験を基に教授します。

日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/04/07 (火)
4時限
14:50～16:20
 

口腔インプラント
学１

【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために，口腔インプラント治療に関
する基本的知識を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.口腔インプラントの歴史，オッセオインテグレーション，成功基準について
述べることができる。
3.口腔インプラント治療の位置付けおよび特徴について説明できる。
4.現在のインプラント治療と成功率について説明できる。
5.インプラントに対する生体反応を説明できる。
6.インプラント材料について説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
事前学習項目：参考図書の授業範囲を熟読する。
事前学習時間：30分
事後学習項目：授業配布プリント、参考図書の授業範囲の確認
事後学習時間：30分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
あり：参考図書の事前学習
学習媒体：教科書、参考図書、配布プリント

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学総論
総論Ⅷ　歯科材料と歯科医療機器
１１　口腔インプラント・口腔外科・歯周治療用材料
ア　口腔インプラント用材料

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
ア　インプラント治療の基礎と成績
ａ　オッセオインテグレーションの獲得

【コアカリキュラム】
Ｄ　歯科医療機器（歯科材料・器械・器具）
Ｄ-２　歯科材料の種類、用途、成分・組成、特性、操作方法
⑤口腔インプラント・口腔外科・歯周治療用材料の種類、用途、成分・組成、
特性、操作方法を説明できる。
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
①口腔インプラントの種類、特徴、目的及び意義を説明できる。

＊北川　剛至

2026/04/14 (火)
4時限
14:50～16:20
 

口腔インプラント
学２

【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために，口腔インプラント治療に関
する基本的知識を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】

＊井下田　繁子



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/04/14 (火)
4時限
14:50～16:20
 

口腔インプラント
学２

1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.インプラント治療の流れを説明できる。
3. インプラント治療における医療面接，インフォームドコンセントを説明で
きる。
4.歯肉とインプラント周囲粘膜の違いについて説明できる。
5.インプラント治療に必要な医療面接の内容を説明できる。
6. 医療倫理の原則とインプラント治療の医療安全管理について説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
準備学習項目：教科書、参考図書の授業範囲を熟読する。
準備学習時間：30分
事後学習項目：配布プリントおよび参考図書の授業範囲の確認
事後学習時間：30分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
なし：参考図書の事前学習
学習媒体：教科書、参考図書、配布プリント

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
イ　インプラント義歯の設計
ｂ　埋入計画の立案

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
②口腔インプラントの適応症と合併症を説明できる。
③口腔インプラントに必要な診察と検査を説明できる。
④口腔インプラントの治療計画、治療手順を説明できる。

＊井下田　繁子

2026/04/21 (火)
4時限
14:50～16:20
 

口腔インプラント
学３

【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために，口腔インプラント治療に関
する基本的知識を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.インプラント治療のリスクファクターについて説明できる。
3.インプラント治療における全身状態の評価を説明できる。
4.インプラント治療に必要な局所の診察および検査について説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
事前学習項目：参考図書の授業範囲を熟読する。
事前学習時間：30分
事後学習項目：配布資料を熟読する。
事後学習時間：30分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
無し

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
ア　インプラント治療の基礎と成績
ｃ　リスクファクター

【コアカリキュラム】
Ｇ　臨床実習
Ｇ-３　基本的臨床技能
⑧歯の欠損に対する補綴治療ができる。

＊井下田　繁子

2026/04/28 (火)
4時限
14:50～16:20
 

口腔インプラント
学４

【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために，口腔インプラント治療に関
する基本的知識を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.インプラント治療における治療計画の立て方を説明できる。
3.上部構造の設計で考慮すべき生体力学的要素を説明できる。
4.インプラント体のサイズ、埋入位置・方向について説明できる
5.インプラント治療に必要な局所解剖を説明できる。
6.インプラント埋入手術について説明できる。
7.滅菌と消毒について説明できる。
8.全身管理について説明できる。
9.インプラント関連術式の種類とその特徴を説明できる。 

【準備学修項目と準備学修時間】
準備学習項目：参考図書の授業範囲を熟読する。
準備学習時間：45分
事後学習項目：参考図書の授業範囲を熟読する。

＊出井　啓友
＊玉木　大之



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/04/28 (火)
4時限
14:50～16:20
 

口腔インプラント
学４

事後学習時間：45分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
無

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
ウ　臨床操作 
ａ　インプラント体埋入手術（一次手術）

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
⑤埋入手術方法を説明できる。
④口腔インプラントの治療計画、治療手順を説明できる。

＊出井　啓友
＊玉木　大之

2026/05/12 (火)
4時限
14:50～16:20
 

口腔インプラント
学５

【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために，口腔インプラント治療に関
する基本的知識を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.インプラント治療に必要な局所解剖を説明できる。
3.インプラント埋入手術について説明できる。
4.滅菌と消毒について説明できる。
5.全身管理について説明できる。
6.インプラント関連術式の種類とその特徴を説明できる。 

【準備学修項目と準備学修時間】
準備学習項目：参考図書の授業範囲を熟読する。
準備学習時間：45分
事後学習項目：参考図書の授業範囲を熟読する。
事後学習時間：45分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
無

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
ウ　臨床操作 
ａ　インプラント体埋入手術（一次手術）

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
⑤埋入手術方法を説明できる。

＊玉木　大之

2026/05/19 (火)
4時限
14:50～16:20
 

口腔インプラント
学６

【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために，口腔インプラント治療に関
する基本的知識を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.  臨床経験に基づき以下の内容を教授する  
2.インプラントの補綴術式を説明する。
3.インプラント上部構造の種類・固定方法を説明する。
4.インプラント補綴処置に関する合併症を説明する。

【準備学修項目と準備学修時間】
準備学習項目：参考図書の授業範囲を熟読する。
準備学習時間：60分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：無
学修媒体：マルチメディア、プリント配布

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
エ　上部構造の製作 

＊網野　雄太



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/05/19 (火)
4時限
14:50～16:20
 

口腔インプラント
学６

ｃ　インプラントオーバーデンチャーの製作

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
エ　上部構造の製作 
ａ　セメント固定式上部構造の製作
ｂ　スクリュー固定式上部構造の製作
ｃ　インプラントオーバーデンチャーの製作
ｄ　インプラントパーシャルデンチャーの製作

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
⑦口腔インプラントの上部構造の製作手順と装着方法を説明できる。
⑥口腔インプラントの上部構造の印象採得と咬合採得を説明できる。

＊網野　雄太

2026/05/26 (火)
4時限
14:50～16:20
 

口腔インプラント
学7

【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために，口腔インプラント治療に関
する基本的知識を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.  臨床経験に基づき以下の内容を教授する  
2.インプラントの補綴術式を説明する。
3.インプラント上部構造の種類・固定方法を説明する。
4.インプラント補綴処置に関する合併症を説明する。
5.インプラント治療におけるデジタル技術の応用について説明出来る。
6.インプラント治療におけるCAD/CAMの応用について説明出来る。
7.インプラント治療における口腔内スキャナの応用について説明出来る。

【準備学修項目と準備学修時間】
準備学習項目：参考図書の授業範囲を熟読する。
準備学習時間：60分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：無
学修媒体：マルチメディア、プリント配布

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
エ　上部構造の製作 
ｃ　インプラントオーバーデンチャーの製作

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
エ　上部構造の製作 
ａ　セメント固定式上部構造の製作
ｂ　スクリュー固定式上部構造の製作
ｃ　インプラントオーバーデンチャーの製作
ｄ　インプラントパーシャルデンチャーの製作
ｂ　埋入計画の立案
ａ　インプラント体埋入手術（一次手術）
ｃ　印象採得

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
⑥口腔インプラントの上部構造の印象採得と咬合採得を説明できる。
⑦口腔インプラントの上部構造の製作手順と装着方法を説明できる。
④口腔インプラントの治療計画、治療手順を説明できる。
⑤埋入手術方法を説明できる。

＊網野　雄太
＊北川　剛至

2026/06/02 (火)
4時限
14:50～16:20
 

口腔インプラント
学8

【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために，口腔インプラント治療に関
する基本的知識を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.インプラント補綴処置に関する合併症を説明する。
3.メインテナンスの必要性および術式を説明できる。
4.支持療法の重要性を理解する。
5.支持療法の目的・方法を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
事前学習項目：参考図書の授業範囲を熟読する。
事前学習時間：60分
事後学習項目：配布資料を熟読する。
事後学習時間：60分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：無

＊北川　剛至
＊出井　啓友
＊網野　雄太



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/06/02 (火)
4時限
14:50～16:20
 

口腔インプラント
学8

学修媒体：マルチメディア、プリント配布

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
８　指導と管理 
オ　リコールとメインテナンス
ｆ　インプラントのメインテナンス

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
②口腔インプラントの適応症と合併症を説明できる。
⑧メインテナンスの重要性を説明できる。

＊北川　剛至
＊出井　啓友
＊網野　雄太

2026/06/09 (火)
4時限
14:50～16:20
 

スポーツ歯学概論
（１）

【授業の一般目標】
国民の健康に対する要望に応えるために，また歯科診療の展開の一助とするた
めに，最新のスポーツ歯科医学や睡眠健康科学の知識，態度，技能を習得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.スポーツと顎口腔機能の関わりについて説明できる
3.スポーツにおけるマウスガードの役割を説明できる．
4.スポーツにおける歯科的外傷と対応を説明できる．

【準備学修項目と準備学修時間】
事前学習項目：スポーツ歯学とカスタムメイドマウスガードについて
事前学習時間：約1時間
事前学習項目：スポーツ歯学とカスタムメイドマウスガードについて
事前学習時間：約1時間

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：あり：参考図書の事前学修
学修媒体：授業配布プリント
参考図書：要説スポーツ歯学

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
７　特殊な装置による治療
イ　口腔内装置

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-２　口腔・顎顔面領域の常態と疾患
Ｅ-２-４）　口腔・顎顔面領域の疾患
Ｅ-２-４）-（２）　外傷
①外傷の種類、特徴及び治癒過程を説明できる。
⑤軟組織損傷の分類、症状及び処置法を説明できる。
Ｄ　歯科医療機器（歯科材料・器械・器具）
Ｄ-１　歯科医療機器（歯科材料・器械・器具）の特性と用途
①歯科医療機器（歯科材料・器械・器具）の所要性質と用途を説明できる。

＊鈴木　浩司

2026/06/16 (火)
4時限
14:50～16:20
 

スポーツ歯学概論
（２）

【授業の一般目標】
国民の健康に対する要望に応えるために，また歯科診療の展開の一助とするた
めに，最新のスポーツ歯科医学や睡眠健康科学の知識，態度，技能を習得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.スポーツと顎口腔機能の関わりについて説明できる。
3.スポーツにおけるマウスガードの役割を説明できる。
4.スポーツにおける歯科的外傷と対応を説明できる。
5.アンチドーピングについて説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
事前学習項目：スポーツにおける口腔外傷とアンチ・ドーピングについて
事前学習時間：約1時間
事後学習項目：スポーツにおける口腔外傷とアンチ・ドーピングについて
事後学習時間：約1時間

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：あり：参考図書の事前学修
学修媒体：授業配布プリント
参考図書：要説スポーツ歯学

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】

＊鈴木　浩司



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/06/16 (火)
4時限
14:50～16:20
 

スポーツ歯学概論
（２）

歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
７　特殊な装置による治療
イ　口腔内装置

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-２　口腔・顎顔面領域の常態と疾患
Ｅ-２-４）　口腔・顎顔面領域の疾患
Ｅ-２-４）-（２）　外傷
③歯の外傷と歯槽骨骨折の原因、種類、症状、診断法及び治療法を説明できる。
⑤軟組織損傷の分類、症状及び処置法を説明できる。
Ｃ　生命科学
Ｃ-６　生体と薬物
Ｃ-６-４）　薬物の副作用と有害作用
①薬物の一般的副作用と有害事象を説明できる。

＊鈴木　浩司

2026/06/23 (火)
4時限
14:50～16:20
 

睡眠時無呼吸症候
群（１）

【授業の一般目標】
国民の健康に対する要望に応えるために，また歯科診療の展開の一助とするた
めに，睡眠健康科学の知識，態度を習得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.睡眠の生理について説明できる。
3.基礎的な睡眠医学について説明できる。
4.睡眠時無呼吸症候群の特徴について説明できる。
5.睡眠時無呼吸症候群の合併症について説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
事前学習項目：睡眠の基本的事項、睡眠障害とは、睡眠時無呼吸症について
事前学習時間：約1時間
事後学習項目：睡眠の基本的事項、睡眠障害とは、睡眠時無呼吸症について
事後学習時間：約1時間

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：あり：参考図書の事前学修
学習媒体：授業配布プリント
参考図書：睡眠呼吸障害　診断・治療ハンドブック

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
７　特殊な装置による治療
イ　口腔内装置

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-６　医師と連携するために必要な医学的知識
①全身の症候・病態を説明できる。
②医科疾患合併患者の歯科治療時の注意点を説明できる。

＊鈴木　浩司

2026/06/30 (火)
4時限
14:50～16:20
 

睡眠時無呼吸症候
群（２）

【授業の一般目標】
国民の健康に対する要望に応えるために，また歯科診療の展開の一助とするた
めに，睡眠健康科学の知識，態度を習得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.睡眠時無呼吸症候群に対する治療について説明できる。
3.睡眠時無呼吸症候群への歯科的対応を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
事前学習項目：睡眠時無呼吸症の治療とこの中で歯科医療の果たす役割につい
て
事前学習時間：約1時間
事後学習項目：睡眠時無呼吸症の治療とこの中で歯科医療の果たす役割につい
て
事後学習時間：約1時間

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：あり：参考図書の事前学修
学習媒体：授業配布プリント
参考図書：睡眠呼吸障害　診断・治療ハンドブック

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
７　特殊な装置による治療
イ　口腔内装置

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-６　医師と連携するために必要な医学的知識
①全身の症候・病態を説明できる。
②医科疾患合併患者の歯科治療時の注意点を説明できる。

＊鈴木　浩司



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/06/30 (火)
4時限
14:50～16:20
 

睡眠時無呼吸症候
群（２）

＊鈴木　浩司

2026/07/07 (火)
4時限
14:50～16:20
 

ブラキシズム 【授業の一般目標】
ブラキシズムへの適切な歯科的対応を行うために，ブラキシズムの定義と病因
について理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.ブラキシズムの定義について説明できる。
3.ブラキシズムの病因について説明できる。
4.ブラキシズムの顎口腔領域への影響について説明できる。
5.ブラキシズムへの歯科的対応について説明できる。 

【準備学修項目と準備学修時間】
事前学修項目：ブラキシズムの定義と病因
事前学習時間：30分
事後学修項目：ブラキシズムの定義と病因
事後学習時間：30分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
無し

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
７　特殊な装置による治療
イ　口腔内装置

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-２　口腔・顎顔面領域の常態と疾患
Ｅ-２-４）　口腔・顎顔面領域の疾患
Ｅ-２-４）-（９）　神経疾患
①口腔顔面痛を説明できる。

＊飯田　崇
＊小見山　道
＊岩田　好弘

2026/07/14 (火)
4時限
14:50～16:20
 

CAD/CAMによる歯
冠補綴治療１

【授業の一般目標】
CAD/CAMによる歯冠補綴治療の歴史を学ぶ。
CAD/CAMによる歯冠補綴治療の必要器材を理解する。
CAD/CAMによる補綴装置の臨床的意義を理解する。
CAD/CAM冠の支台歯形成の要件を理解する。
CAD/CAMによる歯冠補綴装置製作の特徴と流れを理解する。
CAD/CAMによる歯冠補綴装置製作時の各ステップにおける注意点を理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.CAD/CAMの歴史を学ぶ。
3.CADによるデザイニングの特徴を理解する。
4.CAD/CAMによる補綴装置の臨床的意義を説明できる。
5.CAD/CAMによるクラウンブリッジ製作の特徴と流れを説明できる。
6.CAD/CAMクラウン製作時の各ステップにおける注意点を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
ウ　技工操作 
ｂ　CAD/CAMによる製作

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
②クラウンブリッジの種類、特徴及び製作法（CAD/CAM を含む）を説明できる。

＊小林　平

2026/07/21 (火)
4時限
14:50～16:20
 

CAD/CAMによる歯
冠補綴治療２

【授業の一般目標】
CAD/CAMによる歯冠補綴装置の臨床的応用を理解する。
CAD/CAMによる歯冠補綴装置に応用する材料について学ぶ。
CAD/CAMによる歯冠補綴装置製作時の注意点を理解する。
CAD/CAM応用による臨床的治療法を理解する。

＊小林　平



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2026/07/21 (火)
4時限
14:50～16:20
 

CAD/CAMによる歯
冠補綴治療２

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
2.CAD/CAMによる補綴装置の臨床的意義を説明できる。
3.CAD/CAMの将来性について説明できる。
4.CAD/CAMによるクラウンブリッジ製作の特徴と流れを説明できる。
5.CAD/CAMクラウン製作時の各ステップにおける注意点を説明できる。

【準備学修項目と準備学修時間】
・事前学習項目：教科書の関連項目を学修する。
・事前学習時間：30分
・事後学習項目：授業で配布した資料を基に教科書を用いて知識の構築を図る。
・事後学習時間：90分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
マルチメディア，配付プリント，教科書

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
３　クラウンブリッジによる治療
ウ　技工操作 
ｂ　CAD/CAMによる製作

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（１）　クラウンブリッジによる治療
②クラウンブリッジの種類、特徴及び製作法（CAD/CAM を含む）を説明できる。

＊小林　平

2026/08/18 (火)
4時限
14:50～16:20
 

平常試験 【授業の一般目標】
欠損補綴の回復法を適切に患者に提供するために、口腔インプラント治療に関
する基本的知識を修得する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.臨床経験に基づき以下の内容を教授する
2.口腔インプラント治療に関する基本的知識を説明できる

【準備学修項目と準備学修時間】
事前学習項目：配布資料を熟読する。
事前学習時間：120分
事後学習項目：問題の解答を配布資料で確認する。
事後学習時間：120分

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
アクティブラーニング：無

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
202教室、第2実習室

【国家試験出題基準（主）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
ウ　臨床操作 
ｃ　印象採得

【国家試験出題基準（副）】
歯科医学各論
各論Ⅳ　歯質・歯・顎顔面欠損と機能障害
６　インプラント義歯による治療
エ　上部構造の製作 
ｂ　スクリュー固定式上部構造の製作

【コアカリキュラム】
Ｅ　臨床歯学
Ｅ-３　歯と歯周組織の常態と疾患
Ｅ-３-４）　歯質と歯の欠損の診断と治療
Ｅ-３-４）-（３）　口腔インプラント
①口腔インプラントの種類、特徴、目的及び意義を説明できる。
②口腔インプラントの適応症と合併症を説明できる。
③口腔インプラントに必要な診察と検査を説明できる。
④口腔インプラントの治療計画、治療手順を説明できる。
⑤埋入手術方法を説明できる。
⑥口腔インプラントの上部構造の印象採得と咬合採得を説明できる。
⑦口腔インプラントの上部構造の製作手順と装着方法を説明できる。
⑧メインテナンスの重要性を説明できる。

＊小見山　道
＊鈴木　浩司
＊小林　平
＊北川　剛至
＊玉木　大之
＊井下田　繁子
＊網野　雄太
＊出井　啓友


